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グリン南タフ(緑色凝灰岩)

⑦

5.グリン･タフ地域の新第三紀の地質層序火成活動

地質構造および構造発達吏についての最近の研究(続)

前回にひきつづき東北日本のグリン･タフ変動(地

学団体研究会1966)から23の論文について紹介す

ることにしたい.

加納博教授ほかの人達(加納博夫内桂三'辻万亀雄

河頼章貴蟹沢聡史1966)によって初めてグリｰン

タフ地域における23の基盤花筒岩の構造について

述べられた.この論文はグリン･タフ地域の基盤問題

について貢献することが大であると同時に基盤花筒岩

の研究者の目からグリン･タフについて考察しており

啓蒙される所が多い.以下の要約のみを述べることと

したがぜひ原著を参照されたい(第1図第2図第

3図第1表第4図第5図第6図第7図第8

図).グリン･タフ地域の基盤花闇岩類は太平山湯

田ダム自神岳の3岩体についてみるといずれもその

主体をなすものはmeSOZ㎝嚢の迷入花開岩に属する.

太平山複合プルトンは古いものから第王表に示したよう

にI皿皿のグルｰプに分類されるがまたBud･

dington(1959)の生成した場(ZOnes0重§mplace皿ent)

の概念に従えばI]I皿はそれぞれ下帯(CataZOne)

中帯(mesOzone)上帯(epi･one)に属する.湯田ダム

および白神岳岩体には下帯の花闇岩は見出されないか

上帯の小諸入岩類を多数伴うことは太平山岩体と同様で

､

ヒ上

太平山

和賀一仙人

白神岳

大沢穰

グリン･タフ基盤花崩岩の特徴の1つといえる.

太平山岩体の主体を租す]I期の主化嵩閃緑岩と湯田ダ

ム花陶閃緑岩は現在の露出にみられる構造ではドｰム

状であるが深部では下つぼみのrしずく｣岩体であろ

う.各々の岩体はまたそれぞれの長径が5～6㎞の

大きさの23の副ドｰムに分化している.白神岳花

開岩は太平山型｢しずく｣岩体の上半部が削象11された残

りの部分が露出するもので少なくも2つの｢しずく｣岩

体の複合から衣る.この場合には単位岩体の大きさは

10㎞程度である.いずれにせよ岩体の規模はあまり大

きく扱い｢小規模譜入Jに属する.

太平山および白神岳岩体は岩体の周縁を断層塞たは勢

袋帯で切られあるいは不整合に第三系におおわれてい

る.湯田ダム岩体も変成岩類を含む基盤としてはその

東縁を断層で切られている.これらの場合に基盤花陶

岩体のもともとのひろがりがどの程度であったか重要な

問題であるが多くの場合に断層または婁袋帯が岩体

の縁辺から遠くない位置に形成されていること岩体の

形が比較的まとまっていて(しずく状)かつ単位岩体

のディメンジョンも小規模であること(6～10㎞)荏

とから考えて現在の露出範囲からそう広くひろがっては

いないとおもわれる.これら基盤岩の上昇がその周

囲に卓越する中新世初期～中期の火山活動とひいては

含油新第三系積成盆地の沈降ならびに分化と密接恋関係

沢メ

沸1図東北貝本の花開質深成措体の分布(加

納･矢内･辻･河瀬･蟹沢1966)

第2図太51杣複合プルトン地質図(加納･失内･辻･河瀬･蟹沢1966)�
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を有することについてはほとんど異論がない.岩体周

縁部の断層は基盤の上昇を端的に表現するものであるが

断層形成の時期については一般には中新世中期以降とす

る見方が強い.地形的にみてもグリン･タフ地域の

基盤岩類は一般に高所に分布し上昇後まだ若いことを

示している.しかし上昇運動がいつから始まったかに

ついては明らかでたく花陶岩の生成した場所が浅くと

も5～6㎞の深さであったことからすれぱそれだけの

隆起量のすべてを中新世以後の運動に帰するのは無理で

あろう.まして太平山岩体の場合には下帯に属する

1岩類を計算に入れれば隆起重は10㎞をはるかに越え

るかもしれない.

太平山岩体の周縁勇袋帯は注目に値する.それはプ

ルトンそれ自身の生成した場所(おそらく後期白亜紀)

からひきつづく上昇運動にともなう周縁部断層またはス

ラストの性格を有ししかもその運動は萩形流紋岩以降

響灘鰯議鰯
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第3図太平山複合ブルトン地質断面図(カロ納

34㎞

･矢内･辻･河瀬･蟹沢1966)

におよび終局的にNW断層形成運動に発展したものと

考えられる.白神岳岩体の周縁相にとくに顕著なミロ

ナイトの形成も同様とおもわれるがこの場合には迷入

と同時にプロトクラスチック(原生砕屑)な圧砕作用を

伴う上昇運動が始まっていたとみられる.

基盤花闇:岩の生成にひきつづく上昇運動か重要な意義

を有するとするとそれに関連して注目すべき現象は花

闇岩体の内外を通じて特徴的な岩脈類の活動である由

それには塩基性のものから酸性のものまでまた微ほん

れい岩輝緑岩グラノファィアアプライトペグマ

タイトのようなものから安山岩石英安山岩石英斑岩

流紋岩のようたものまでいろいろなものが含まれてい

る.活動の時期についてもアプライトペグマタイ

→時代時期王要岩杣対比

第1表

太平山複合プルトンの岩相先壌古期深成変成岩類舳阿武艘深

分類(加納･矢内･辻･河II田･縞状川村青撰雲腸成変成岩類

瀬･蟹沢1966)第11.帯および川W欄嶋1凹1963)
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第6図湯閨ダム花開閑緑岩体の構造図

(カ11納･矢内･辻･河瀬･蟹沢

ユ966)
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第4図

太平山岩体の構造

図(加納･矢内･

辻･河瀬･蟹沢
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第所期迷入砦類第三紀花筒岩

二nlグラノフフイ7および圏縁類

兼己地区の}第三紀花陶岩"類(折本1965)
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第7図白神岳花鰯岩体の措相分祢図1

(加納･矢内･辻･河瀬･蟹沢1966)

A1:強片状細粒花開閃緑岩

A2:弱片状中粒花嗣閃緑岩～石英閃緑岩

A8:片状粗粒～中粒花開閃緑堵

B1:片状粗粒アダメロ塔

'B雪:強片状残斑状粗粒アダメロ岩

B8:弱片状～塊状アダメロ;岩

C:弱片状～塊状黒雲撮花間岩

℀

､

�

�

､'

ノ

℀

膝

椀

�

.～.

■1

�

■1

帀

■

�

�

維禁

》鋒臼

箏臼

02㎞1

『

一㌧

X-Y断面図

第8図白神岳花開岩体の構造および遊

人形態十印は線構造の交点か

ら推定される迷入の中心(加納

･矢内･辻･河瀬･蟹沢1966)�
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トのような主岩体迷入と同時か直後とみられるものから

明らかに第三系を貫ぬくものもあってすべてがある特

定の一時期に活動したとは考えられずおそらく基盤の

上昇に伴って断続的に広範囲な時期にわたって活動した

ものであろう.基盤を中核とする中新世の酸性～塩基

性火山岩の噴出も大局的にはこれらの迷入活動と一連の

火成活動に属するものであろう.

第三紀における基盤運動の性格は花闇岩の迷入後一

般的た上昇過程に入った北上山地側とそのごも変動を

つづけたグリン･タフ地域側とでは根本的に異なってい

る.第10図に示したように花陶岩の深さ(BuddL

㎎tOn1959)から逆算した基盤の上昇量(後期白亜紀以

後現在までの総和)の曲線は盛岡･白河構造線の両側

で著しく挙動を異にしている.すなわちグリン･タ

フ地域では男鹿半島西海岸太平山脊梁山地などをピ

ｰクとする顕著な起伏を示すのに対して北上山地では

全般的な曲隆状態をなしている.いっぽう併記した重

力異常曲線はグリン･タフ地域では上昇量曲線とよく

調和するが北上山地では非調和的で太平洋に向って･

増加する.

重力異常の起伏は地殻の比較的上部における構造お

よび密度組成を反映するものでモホ面の起伏とは一般に

は結びつかないといわれている.実際人工地震探査

(1950～1953)から推定された東北地方におけるモホ面

は北上山地の東縁で最も浅く盛岡･白河構造線以西で

は深く怒る傾向を示し重力異常の起伏とは無関係にみ

える.このことは男鹿･太平山･脊稜たどにおける

重力異常の極大が中間盆地における厚い新第三系堆積物

に比して相対的に密度の高い深成岩および変成岩類から

なる基盤の上昇に主としてもとづくことを意味している.

基盤上昇地域の周縁部に発達する断層または勢袋帯は

このよう柾基盤運動の直接的表現である.これらはい

ずれも地域的には重要な意義を有するが第一級といわ

れる盛岡･白河構造線や目詰･気仙沼構造線および早

池峯･五葉山構造線(山下1957)とはちがっておそ

らくマントル上部まではとどいていない.前からいわ

れているようにこの種の基盤運動によるブロック化が

グリン･タフ地域地体構造の特色であることを再認識す

るとともに基盤上昇の原動力が後期白亜紀における｢す

ずく｣岩体の生成から中新世にいたる一連の深成作用に

あることを強調したい.ただしここで深成作用という

のは花商岩～はんれい岩の形成からグラノファイア

石英斑岩ないし輝緑岩の形成を含む複合火成活動を意味

している.

八島隆一博士および生出慶司博士(1966)(第11図)

は長年にわたり研究された福島県霊山地域宮城県高館

地域抵どのデｰタを総括し東北表日本における中新世

初期の火山作用と変質作用について述べられた.八島

博士らは第11図のような構造区を設定した.まず地質

構造および火山作用の著しい相違にもとづいて高館区

と霊山区を設けた.また北上川河谷区と高館区一霊

山区の西側に付随する変質帯はそれぞれ独立した構造

区として取扱い北上川河谷区阿武隈山地西縁区とし

た.なお阿武隈山地の東縁部に太平洋沿岸区をま

た別に塩釜･松島区を設けた.

火山作用の面からみた霊山区は多量の轍麗石文斌岩

の熔岩とその粗粒の火山砕屑岩によって特徴づけられ

これらは断裂帯に沿ってとくに漸移帯に集中的に分布

する.これに対して高館区は多量の安山岩および輝

15伽卜15%ト10%O-5%

騒翻皿㎜1区コ画コ

第9図自神岳花嗣岩体の色指数分布図

(加納･矢内･辻･河瀬･蟹沢
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土左花闇岩の生成の場と深さ(カロ納予期レ/

･辻･河瀬･蟹沢1966)1ト7'5-8.帆111/舳

上右中海のしずく状岩体と現在の削録■晒との関係中:東北地方の東西断面における塾盤上昇量と重

力異常の関係下:人工地震探査による地殻構造モデルと構造練

仰

紐

幻

第11図東北表目本東縁帯の構造区

D:塩釜･松島区E:高館区

亙:霊山区G:太平洋沿擦区

1三一戸～涌谷線2:梁川～

白沢線3:畑川破砕帯

4:双葉断層5:棚倉破砕滞

(八島･生山1966)�
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第12図陵羽区における女川～船川階の火成措の分祢(坐山･折本1966)

石玄武岩だとの比較的多量の熔岩流によって特徴づけら

れ霊山区とは著しい対立を示している.霊山区は霊

山層の堆積期間を通して次第に地背斜をたどっていたの

に対して高館区は逆に沈降化がすすめられたという

対立的な基撃運動が両者の火山作用に著しい性格の相違

をもたらしたものと考えられる.噴出の形式はいずれ

も裂目噴出である.次に阿武隈山地西縁区の中新統

下部層は膨大な安山岩輝石玄武岩と一部流紋岩によっ

て特徴づけられ総じて隆起地塊には撤橿石玄武岩や分

化の余り進ま泣い岩型がともなうのに対し沈降(ない

し陥没)地塊には主として安山岩と流紋岩の組み合せ

が対応する優向がある.太平洋沿1岸区にはアルカリ

成分の高い火山岩類カミありほかの構造区には発見され

､ていないし期待もできない.これらの火山岩類が古

い構造の再活動する舞台でしかも太平洋沿岸沿いに活

動している事実は重要粗意義をもつものである.つぎ

に北上河谷および北上山地西縁区についてみると多量の

普通角閃石安山岩をまじえ大部分力ミカルク･アノレカ

リ岩系に相当しわずかにソレイアイト岩系の玄蔵岩を

産し仙台以南の構造区とは全く趣を異にした火山活動

の傾向を示している.塩釜･松島区は東北表日本

とくにこれまでにのべたグリン･タフ地域の東縁帯に属

するほかの地域に比べて全く特異た存在であって盛

岡一白河線(坪井など1954)の存在にかかわりたく

グリン･タフ地域が太平洋側まで張り出してきているも

のと考えられる.紙面の都合上大部分割愛したが八

島博士らは火山活動がグリン･タフ地域形成時の断裂

運動に密接に関係していること変質作用をこうむって

い放い新鮮た火山岩が多量に産出することそれに関連

してグリン･タフ地域と非グリン･タフ地域の関係を

追究するデｰタがえられこの重要匁問題を考察してい

る.

生出慶司博士および折本左千夫博士(1966)(第12図)

は第三紀花開岩質岩類(Tertiarygr伽itOids)について

始めにそれらの野外での現出状態を総括し火成岩成

因論のなかで占めている意義について論じこんごの問

題を提起している.最後に次のことを指摘している.

東北地方の第三紀花開岩質岩類に関するかぎり女川階

から船川階にかけての全岩しょう活動の一環としてとら

える必要がある.とくに第三紅花嵩:岩質岩類とこ

の時期に大量に活動した玄武岩ないし粗粒玄武岩との関

係を切りは住すことは不可能である.ただ一定の地

域において第三紀花筒岩質岩類がほかの岩石とコンプ

レクスを形成して産出することは事実としてもより小

さ柱単元で考えるとそれぞれの岩石が集中してくる場

所には偏侍が見られる.また第三紀花闇岩質岩類の場

合片側に基盤岩が広く露出しているよう枢その周縁

の断裂部に多く産出する傾向をもっている(第12図)

舟橋三男教授(1966)によって､後アルプス変動ミ総

合研究の成果を中心としてグリン･タフ地域の火成活動

について総括された.以下にその要約を紹介したい.

I.はしがき

新第三紀構造運動の性格は断裂帯の発生とそれに伴わ

れる膨大な火山物質の地表への噴出活動で特徴づけられ

る(湊八木舟橋1956).これはそれ以前の活動

帯が何れも地向斜的堆積にはじまりそれにひきつぐ造

山運動とその中心に行われる深成作用で特徴づけられる

に対し著しい対照をしめすものである.この新しい

様式をもつ構造運動はそれに伴われる大量の火山噴出

物の性格にもとづいてミクリン･タフ活動ミと名付けら

れその活動範囲はグリン･タフ地域と呼ばれている.

その活動の中心は断裂にあってその内外は火山噴出物

に満たされまた小謹人体を多数伴っている.これ

の外側部は火山活動に関係する沈降運動の区域で噴出

中心より供給された凝灰岩類を混える泥岩によって厚く

埋積されている.

皿.初期グンリ｡タフ活動

グリン･タフ地域の基本的性格は新第三紀初期にすで

に明瞭にあらわれている.その根幹となるものは基盤

の構造方向にほとんど規制されずに列島弧の現在の一

般方向にそってのびる蕨袋帯の発生である.この断裂

を伝わって行なわれる著しい火山噴出活動が欠きた特徴�
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となるものである･またこの類例のな､･構造運動は

沈降運動を伴う点も一つの特徴にあげられる.

酉男鹿階のグリン･タフ活動は新しい様式の新第三紀

構造運動の先駆として重要な意義をもっている.東北

地方を中心にみるとこの時期の火成活動はグリン･タ

フ地域を縦断し相並んで延長する3つの地帯に行なわれ

ているそれは

i)脊梁山脈位置を定リ北海道の小樽一室蘭を結ぶ線につら

なる主帯

ii)それの西側に並行してのぴる出羽一男鹿帯

iii)北上山地阿武隈山地の西縁部にそって分布する東縁帯

等が区別される.おのおのの帯に噴出する火山岩類の

性質や活動様式そのほかに相違があってそれぞれの特

徴がみられる.主帯については次のような特徴カミみら

れる.その分布位置は脊梁山脈に一致し所為で第四

紀火山体に被覆されるがそれらの基盤となる一連の分

布をたどることができる.ここでは塩基性安山岩質変

朽安山岩の噴出カミそのほとんどすべてでその熔岩魚

礫岩火山礫質凝灰岩のづみ重りであらわされいずれ

も強度の変質をうけている.この火山噴出は浅い水域

のうちで行なわれたものと推定される.

出羽一男鹿帯にあってはおたじく塩基性安山岩質変

朽安山岩の噴出が広く認められるが同時にその後期に

は流紋岩や玄武岩の噴出が多く知られている.それら

の多くぼカルク･アノレカリ岩系に属するものではある

がしばしぱそれらに介在してアルカリ岩的性質の玄斌

岩粗面岩流紋岩が認萄られる.また礫岩そのほ

か堆積層を挾在する頻度が主帯に比べより多くそれら

はいずれも植物化石を含むなど陸成層とみられるものが

多い･≒くに熔結凝灰岩の広範囲にわたる分布が最近

多く知られてきておりその噴出が陸上に行なわれたこ

とを指示する.これの噴出岩はおなじく変質をうけそ

の強度の点からみれば主帯に劣るものが各所で観察さ

れる.

東縁帯にあっては北上山地西縁部にみられるものは

すべて塩基性安山岩とその砕屑岩で構成されているが阿

武隈山地のものは流紋岩および玄武岩が主要なもので

これに塩基性安山岩を伴うものとなっている.ほかの

帯に著しい変質現象がこの東縁帯にはほとんどかけてお

りいずれの火山岩も新鮮である.岩質上の特徴とし

て阿武隈山地の流紋岩中には明らか枚アルカリ岩的性

格をもつものを混える点またその玄武岩はきわめて

苦土に當む特異なものである点でほかの帯のそれと際

立つたちがいがある.またこれらの噴出環境につい

ても北上山地阿武隈山地ともに植物化石を伴う陸成

堆積層を多く伴う点で出羽一軍施帯に類するものがあ

る.

このように中央に典型的なカルク･アルカリ岩系の

塩基性噴出物のみで構成され少たくも陸成層を伴うこ

とのない主帯を発達させ毛の両側にアノレカリ岩系の噴

出物を伴い陸成層を多く挾み塩基性より酸性にわた

る多種類の火山噴出活動をみせる地帯を発生させる点が

この先駆的活動の最も欠きた特徴といえる.これらを

構成する火山物質はいずれの帯にあっても断裂にそっ

て点在する噴出中心より供給されたものである.阿武

隈山地はあっては山地の東縁と西縁に発達する破砕帯

にそってこの時期の火山噴出力…行なわれている.主

帯の噴出形式もおなじ性格のもので西男鹿階噴出物は

基盤花開岩の周辺を切る断裂灘をつたい地表に浴流する

熔岩流の重なりで示されている.なお接近した噴出

中心が断裂帯上に分布するため同様性格の噴出物の重

りを広い範囲にわたって示す結果と匁っている.出羽

一男鹿帯にあっても同様の噴出形式が認められる.一し

かし多くの場所で基盤の地塁状に突出する山塊の困

りを区画する断層位置が噴出位置となっているものカミ

知られている.秋田県太平山塊などがその代表曲桂も

のである.

台島階グリン･タフ活動は前期の活動をはるかに上回

る広い範囲に及んでおりグリン･タフ活動はこの時期

から始まる地区も多い.主帯についてみれぱすでに

酉男鹿階の活動をみた地域にあっては台島階の噴出物

はその上位をほとんど整合的におおいつくすのが各所に

知られている.その噴出物の量および広がりは著しい

ものがある.出羽一男鹿帯でも同様在噴出物の発達を

みるが前時階の噴出物に対して著しい層位的構造的不

整合が認められる.これに対して東縁では台島階の

活動は全くみることができず以降この地域での火成活

動は全く跡をたち非グリン･タフ地域としての過程をた

どることとなっている.

主帯にみられる台島階噴出物は角礫岩など爆発的な噴

出相であらわされこれに凝灰岩泥岩粗とを混えるも

のに祖っている.前時階のそれに比べ地層としての一

定の厚さをもって広がる傾向がよ1り明らかである.こ

れら角礫岩牢挾在する泥岩中から海棲化石が得られてお

り少なくも台島階後半から地域の大きな沈降によっ

て広く海侵牽うけこの火山物質の堆積をみたものとさ

れている.この噴出活動は中性安山岩質のものである

がこれに流紋岩の免礫も含まれている.これらの岩

質は酉男鹿階には全く矢口られていないものでここに明

瞭な岩質のちがいがあらわれている.�
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これらの噴出物層は大荒沢層(西男鹿階)に対し互層

をもって移行する整合関係にありまた広い範囲にわた

って均等の性質をもって広がっている.とくに脊梁

地域ではその東側と西側での堆積相のちがいカミ時代を追

うに従って明瞭となるものであるが台島階ではいまだ

東西共に同一の火成層序カミあらわれておりわずかに層

厚のちがいカ茎あるのみである..この地域ではその噴出

中心を十分に確め得ないがそれは大荒沢期の噴出中心

の外側部(より東側および西側)に移行したものと推定

される.一このように中心に基盤花開砦体を挟みその

両側に大荒沢噴出物をさらにその外側に大石(台島階)

噴出物を放出しその活動帯の幅を拡張し固化したもの

である.南北に長くのびるこのような性格をもつ単位

岩体カミ雁行配列されることで主帯が構成されている.

出羽一男鹿帯の地塁の周りにみられる活動もこの点は

同様で台島階火山物質の噴出部位は酉男鹿階のそれよ

りも基盤から遠ざかり外側に認められる.こうした様

式で中心に古期基盤岩体をおきその周りに火山噴出

帯をめぐらしこれらが一体となつてグリン｡タフ活動

帯の中心域か確立されている.これが南北方向に断続

しあるいは北海道酉部にみられるように雁行状に並ぶ

ことで出羽一男鹿帯カミ構成されている.

皿.中期グリン･タフ活動

前期グリン･タフ活動が断裂帯にその噴出位置を規

制されるものでありながらその噴出物は層状に広がり

基盤を広くおおい側方にも拡張されグリン･タフ活動

帯の中心域を固めるものであった.これに対して中

期グリン･タフ活動はか妊り限定されておりその噴出

物の広カミりもはるかに小規模になっている.これは女

川･船川階として独立した活動期をみせるものである.

この活動の特徴は譜入帯の成立したことにある.

これば前期グリン1タフ活動の産物で構成された中心域

の外側を区画して線状に発達するものである.この謹

入帯のより外側は所期の厚い海成層に埋められる沈降区

域堆積区域カミ発達している.中心域がこの時期から

上昇運動を示すがそれとこの外側の沈降運動を行なう

区城との境界に相当する位置に謹入帯カミ認められる.

この譜入帯にみられる火成岩類は玄武岩変朽安山岩

石英安山岩流紋岩および第三紀花開岩類などである…

沈降区の堆積物は硬質頁岩で代表されこの硬質頁岩は

流紋岩質あるいは石英安山岩質の多くの凝灰岩層を挾ん

でいる.

いま一つ女川･船川階の火成活動を特色づけるものに

玄武岩の活動がある.上記譜入帯にも玄武岩の岩脈を

みるがそれは小規模たものでおもな活動範囲はそれを
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離れて硬質頁岩の堆積区域内にあり玄武岩のみでほか

岩種を伴わない独立の活動を示している.実際にこの

玄武岩の分布図をつくり硬質頁岩の等層厚線図に照しあ

わせるとその堆積盆地中の特別な肥厚部が各所にあっ

てその周辺部に多くの玄武岩の分布が一致する.ま

た基盤岩類カ法く露出する地域のまわりから堆積地区

に移行する部分にも玄武岩の噴出講入が認められる.

それぞれの地域の基盤に部分的狂犬き泣沈降が生じた場

合その周りの急激なたわみの部分が玄武岩の噴出位置

になっていると推定されるものがある.

]V後期グリン･タフ活動

中新世最後期の北浦階火成活動は前階のそれと全く異

なった様式で行なわれている､その主要恋ものは石

英安山岩の膨大な噴出であってしかもその活動部位

カミ従来女川･船川階にはあまり著しい活動をみせなかっ

た主帯の東縁部にそってあらわれている.石英安山岩

類の活動はその一部はすでに女川･船川階に開始さ

れているものであるが主要部は北浦階に属するとされ

広い範囲に凝灰岩層を広げその一部に熔結凝灰岩を伴

っている･いくつかの場所でその噴出中心とおぼし

きあたりにカルデラと推定される陥没地域カミ認められる.

こうした様式の火山噴出活動はこれまでの火成活動には

知られ桂かったものである.青森県地内から北海道西

南部地域にわたって広く分布する黒松内集塊岩層は一つ

の独立した活動を示しおなじ時期とみられる上記の石

英安山岩に対し著しい対照がみられる.これは北酉

一南東方向にほぼ直線状にのびる地帯に集中しであら

われる.�
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第14図後期中新世堆積物の等層厚線図

(池辺･石和田･河井1665)

第15図鮮新世堆獲物の等層厚線図

(地区･石印困･河井1965)

��

o｡榊

第16図女川層の等層厚線(単位:m)

(今岡正1965)

V1鮮新世火山清動

中新世より鮮新世に移ればグリン｡タフ地域には火

成活動の新らたな輪廻が開始される.ある場所では中

新世後期の石英安山岩の活動を引きつぐとみなされるも

のがある.しかし大部分はこの活動は塩基性安山岩

の噴出で代表されその多くは熔岩流として塊状岩とな

り凝灰岩を多量に伴う例が少柾い.東北地方主帯に

ついてみれぱいずれもその噴出中心がそれ以前の時期

の活動部位のさらに外側に位置するものではなくすべ

てが中心域一中新世最初期の活動位置一に復帰している.

こうした熔岩流の多く流出する中心のあたりが第四紀火

山の噴出位置になっている.

以上東北日本のグリｰン･タフ変動(地学団体研究会

1966)から紹介したが池辺穣博士はそのご肩本の石

油地質(PetrO1eunGeo10gyOfJapan)を共著にて公表

された(池辺石印閏河井1965).紙面の都合上

内容については省略し付図のみ転載したので原著を

参照されたい.(第13図第14図第15図)

今田助教授(1965)は最近粗粒玄武岩の譜人当時の地

質環境を堆積層の等層厚線図から推定し粗粒玄武岩マ

グマの活動について地質学的粗考察を行枚った.次

にその要約を紹介する.

第16図から女川層の堆積盆地は日本海沿岸と内陸では

ややちカミいがみられる.すなわち日本海沿岸は盆地

の形がNNE方向(本州孤方向)につらなり堆積層も

厚い.これに対して内陸はNNW方向(フォサマグ

ナ方向〔?〕)をもち雁行状配列がうかがわれる.

また堆積層はより薄くなりさらに秋田北部より米

沢にわたりしだいに薄くなる優向カミある.粗粒玄武

岩は第16図にみられるように女川層堆積盆地の中央部

または縁辺に謹入しておりしかも謹人体の分布は明ら

かに盆地の方向と一致しているのが多い.また岩

脈の場合も謹久方向は盆地の方向とほぼ一致している.

このことは堆積盆地の構造がマグマの謹入条件(個所)

に大きな影響をあたえていると言える.次に等層厚

線図よりみた女川階の沈降域は地殻の深いところまで関

連しているかまたは古い地質時代にもみられる大きい

構造の中に位置していると言える.粗粒玄武岩マグマ

の避入と関連して沈降現象を検討する場合は女川階だ

けで低くそれに先駆する西黒沢階の沈降(海侵)を考

慮に入れなければなら扱い.したがって酉黒沢層と

女川層の厚さの合計をおも祖所(女川層のもっとも厚い

所)でみると新潟秋田の日本海沿二岸は厚さがほぼ

2000mにおよぶ著しい沈降域でこれに対して内陸(出

羽丘陵)は750～1300mの沈降域を示している.粗粒

玄武岩活動の地質学的租背景として著しい沈降にとも

なうということはもっとも重要であるがまた沈降程

度の差は玄武岩マグマの質的な点と無関係では扱いよう

である.すなわち日本海沿岸には不飽和祖マグマ型

を多く示し内陸(出羽丘陵)より脊梁にかけてLだ

いに飽和したマグマ型を示す事実が認められる.

(筆者は地質部)�


